
 

  

 

「大阪・関西万博を体験して考えるわかやまの未来社会」 
作文コンクール表彰式の開催等について 

県では、万博を体験し得られた学びや未来への思いを表現する機会として、小学
5・6 年生、中学生及び高校生を対象に作文を募集したところ、県内各地より 253 点
の応募があり、審査の結果、各部門（小学校高学年部門・中学校部門・高等学校部
門）の中から最優秀賞１点、優秀賞３点を決定しました。 

つきましては、下記の通り表彰式を開催しますので、お知らせします。また、受賞
者を対象として、後日、万博に出展された先端技術に触れる社会見学ツアーの実施も
予定しています。 

記 

   日 時:令和８年２月 1０日（火）１７:００～１７:３０ 

   場 所:県庁本館３階 知事室 

   内 容:最優秀賞及び優秀賞受賞者の表彰 

受賞者:別紙参照 

記念品:【最優秀賞】表彰状、図書カード（5,000 円分） 

    【優 秀 賞】表彰状、図書カード（3,000 円分） 

その他:万博に出展された企業の先端技術に触れる社会見学ツアーを実施 
     日程:令和８年２月 28 日（土） 

行程:11 時 30 分 JR 和歌山駅（出発） 
        12 時 30 分 大阪ガス ガス科学館（大阪府高石市高砂 3 丁目 

1 番地(泉北製造所 第二工場内)) 
        15 時 15 分 NTT 大阪オープンルーム コミュニティプラザ大阪 
                            (大阪府大阪市福島区福島 3-1-73) 
        17 時 45 分 JR 和歌山駅（到着） 

        ※取材を希望される場合は、2月18日（水）までに下記の担当者まで 
ご連絡ください。行程は変更になる場合があります。 

 
 

【参 考】 
万博への参加状況（和歌山県大阪・関西万博教育旅行参加支援事業等を活用） 

  小・中学生:対象359校のうち204校の約30,000人が参加 
          （小学校124校、中学校77校、特別支援学校２校、伏虎義務教育学校） 

高 校 生:企業からの入場券の寄附により約8,000人が学校単位又は個人で参加 

 

 

和歌山県 記者発表  

令和８年２月３日 

担 当 者 万博推進課 志場、古川 

連 絡 先 073-441-2702 



「大阪・関西万博を体験して考えるわかやまの未来社会」作文コンクール受賞者一覧

題　　名 学　校　名 学年 氏　名（ふりがな）

最優秀賞 医療の町、わかやま 智辯学園和歌山小学校 6 秦　史帆（はた　しほ）

万博から考えた、未来の和歌山 かつらぎ町立妙寺小学校 6 井関　乙葉（いせき　おとは）

空飛ぶじゅうたん以上 智辯学園和歌山小学校 6 土畑　瑠璃（どばた　るり）

大きく発展した未来の和歌山 和歌山市立松江小学校 6 松本　吏広（まつもと　りひろ）

（中学校部門　７７作品応募）

題　　名 学　校　名 学年 氏　名（ふりがな）

最優秀賞 私が考える和歌山の未来について 和歌山県立向陽中学校 2 近藤　颯祐（こんどう　そうすけ）

最先端の技術を未来の和歌山に 和歌山県立向陽中学校 2 毛利　美緒（もうり　みお）

誰もが幸せな生活を送れる未来 和歌山県立向陽中学校 2 西岡　遼真（にしおか　りょうま）

いのち輝く和歌山のデザイン 和歌山県立向陽中学校 2 𠮷川　綾音（よしかわ　あやね）

（高等学校部門　７作品応募）

題　　名 学　校　名 学年 氏　名（ふりがな）

最優秀賞 いのち輝く未来はわかやまから 和歌山県立桐蔭高等学校 1 川端　琴羽（かわばた　ことは）

万博から学ぶ和歌山の未来の在り方 和歌山県立向陽高等学校 1 岩崎　太智（いわさき　たいち）

変化する時代の中、変えれぬ物へ 和歌山県立桐蔭高等学校 2 石井　鷲（いしい　しゅう）

わかやまの未来社会について 和歌山県立桐蔭高等学校 2 南　玲（みなみ　れい）

（小学校高学年部門　１６９作品応募）
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